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外部評価（総合的意見）に対する市の取組状況

新しい行政評価システムの適正運用
（事務事業マネジメントシートの改善）

外部委託ノウハウの強化と総点検
について

外部委託ノウハウの強化と総点検
について

プする中で見えた課題について
提言に対する市の回答をフォローアッ
プする中で見えた課題について

今年度の個別の事務事業評価について

前年度の提言について

事業目標の「見える化」について

について
まちづくりへの地域人材の活用

について

職員の意識改革について

PDCAサイクルの徹底について

行政活動の加速について
市民を味方に付けた（市民参加型）

行政活動の加速について

について
過去の当委員会の提言（総合的意見）

について

全般に対する総括
当委員会の責務である行政改革活動

全般に対する総括

各年度の提言内容

30行革⑧-3-2

［平成30年度上半期の状況］
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外部評価（総合的意見）に対する市の取組状況

新しい行政評価システムの適正運用
（事務事業マネジメントシートの改善）

今年度の個別の事務事業評価について

事業目標の「見える化」について

職員の意識改革について

PDCAサイクルの徹底について

 評価表の構成を見直し →これまでより目標や課題を認識しやすい形に
 中間評価の実施

→予算要求と同時期に実施することで担当者の課題認識や事務改善への意識向上を図った
・基本事業の評価によって，新年度予算の重点化，縮小・廃止事業の選定
・事務事業評価結果に基づく予算要求の実施
■指標の見直し，評価対象・対象外事業の区分見直しについては今後実施予定
■評価マニュアルの見直しや研修の実施により更なる意識の向上を図る

 事後評価の実施 →担当者が人事異動前に評価することでより精度の高い評価が可能

平成28年度に行政評価システムを見直し，これらの提言に総合的に対応

前年度の提言について

［平成30年度上半期の状況］

■各種評価の整理・・・外部評価，フォローアップ，行政改革実施計画，議会による事業仕分け
内部評価（中間評価・事後評価），重点事務事業

プする中で見えた課題について
提言に対する市の回答をフォローアッ
プする中で見えた課題について
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外部評価（総合的意見）に対する市の取組状況

市民を味方に付けた（市民参加型）行政活動の加速について

 （仮称）地域まちづくり協議会
→地域住民が協力し合い，行政と協働して地域の諸課題に取り組むための組織である「（仮称）地域
まちづくり協議会」の設置に向け，「守谷市まちづくり協議会設立方針（案）」を策定
→まちづくり協議会設置の前段として，まちづくり検討会を立ち上げ，設立に向け検討を開始

 タウンミーティングの実施
→市⾧が小学校区ごとに市民とミーティングを行い，地区ごとの課題解決に向かう

 大学生と町内会との協力
→みずき野地区の空き家に「地域活動や市事業への協力」を条件に大学生を無償で住まわせる
・大学生によるサタデー学習支援教室，子ども寺子屋，陸上指導，部活動補助，
預かり保育ボランティア，公園ボランティア等への参加，商業施設跡地利活用の提案

・大学生が町内会活動等へ参加することで，近隣に住んでいる高齢者も地域活動やボランティア活動
への参加率が上昇した
→今後は，市内にもともと住んでいる大学生等とも交流を図り，若者の地域活動やボランティア活
動を促進する

［平成30年度上半期の状況］

まちづくりへの地域人材の活用について


